「誇れるふるさとネットワーク」会規約

第1条 （名称）

本会の名称を「誇れるふるさとネットワーク」（以下、「本会」という）と称し、その略称を「ふるさとネット」と称する。

第2条 （使命・目的）

本会は、各地域に暮らす人々が「ここで生まれて／育って良かった！」と誇れる故郷を残し、また創ることを使命とし、もって人々が幸せな社会・地域を創造していく原動力を生み出すための事業活動を行う。

第3条 （事業）

本会は、前条の使命のため、次の各号に掲げる事業を行う。

（1） 次世代にキレイな海・自然を残すための「美ら島活動」

（2） 地域内外の暮らしや魅力を体験する場としての「自然体験教育事業」や「交換留学・民泊事業」
（3） 地域内外の暮らしや風土を学ぶ場、また、将来世代を見据えたエネルギー・環境・生活課題などを考える場としての「研修・講演」や「フォーラム事業」

（4） 前各号に掲げる活動の普及、並びに、活動を行う団体の運営又は活動に関する助言又は支援の活動

第4条 （事務所）

本会は、主たる事務所を鹿児島県大島郡与論町古里４６１番地に置く。

第5条 （会員）

本会は、第２条に掲げる使命に賛同する個人または団体によって構成される。

与論町内に在住するものを正会員、町外在住のものを連携会員（以下、総称して「会員」という）とする。

第6条 （会員の資格の喪失）

会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。

（1） 退会届の提出をしたとき。

（2） 本人が死亡、もしくは活動の継続が困難な状態に陥ったとき、又は会員である団体が消滅したとき。

（3） 除名されたとき。

第7条 （退会）

会員は、代表が別に定める退会届を代表に提出して、任意に退会することができる。

第8条 （除名）

会員が次の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを除名することができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。

（1） この規約などに違反したとき。

（2） 本会の名誉や与論島の「誠の心」を傷つけ、又は使命に反する行為をしたとき。

第9条 （役員）

本会は、次の各号における役員を置く。

（1） 会長（代表）１人、副会長２人、監事１人を置くことができる。

（2） 会長（代表）は本会を代表し、本会の業務を総理する。

（3） 副会長は、会長（代表）を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けた時は、その職務を代理する。

（4） 監事は本会の会計を監査する。なお、監事対象者が存在しない場合は、会長（代表）又は副会長がその職務を代行する。

第10条 （会議）

本会の総会は、正会員をもって構成し、年１回以上開催する。また、事業運営のための会議は適宜行う。

第11条 （職務）

本会における全ての職務は、与論島の「誠の心」に則って行い、会員本人の家族や親戚・知人に誇れるものを遂行する。

第12条 （会計年度）

本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

第13条 （解散及び残余財産の処分）

本会を解散した場合には、第５条の団体又はその個人の所属する団体のうち、総会で決定された団体にその地位を継承し、残余財産を寄付する。

第14条 （変更）

この規約は、総会での承認があれば変更できる。

　　　　　附則　　この規約は、平成２６年４月１日から施行する。

平成２５年１０月８日制定
誇れるふるさとネットワーク国内出張旅費規程
（目的）
第1条　この規程は、誇れるふるさとネットワーク（以下｢本会｣という。）会員の旅費の支給についての基準及び手続きを定めたものである。
（旅行命令等）
第2条　会員の旅行は、会長又はその委任を受けた者（以下「旅行命令権者」という。）の発する旅行命令又は、旅行依頼（以下「旅行命令等」という。）によって行わなくてはならない｡
２　旅行命令権者は電話、郵便、FAXやE-mail、SNS等の通信による連絡手段によって業務の円滑な遂行を図ることができない場合で、且つ、予算上旅費の支出が可能である場合に限り旅行命令等を発することができる。
（出張の経路）
第3条　出張の経路は、最も合理的かつ経済的な経路を選択することとする。ただし、特別の事由がある場合は、この限りでない｡
（旅費の種類）
第4条　旅費の種類は、鉄道賃、船賃、航空賃、車賃、日当及び宿泊料とする。
２　鉄道賃は鉄道旅行について、船賃は水路旅行について、また航空賃は航空旅行についてそれぞれ路程に応じ旅客運賃等によって支給する。
３　急行料金、特別急行料金、新幹線料金および寝台料金は、会長が業務の都合上必要と認めたときに限り、実費を支給する。
４　目的地で地下鉄・市バス等を利用した場合は、その実費を支給する。また、タクシー等を利用した場合は、会長が業務の都合上必要と認めたときに限り、実費を支給する。
５　交通期間の無い地域並びに交通期間の利用が非常に不便な場合に限って、車賃は陸路（鉄道を除く。）旅行について実費額により支給する。私有車を利用の場合は、１㎞当り１６円を燃費として支給する｡
（宿泊料）
第5条　宿泊料は、実費を支給する。ただし以下に定める額を１泊ごとの上限とする｡

	区分
	宿泊料

	奄美群島
	8,000円

	奄美群島外
	10,000円


（旅費の支給）

第6条　会員が出張した場合には、この規程により当該会員に対し旅費を支給する。ただし、他から交通費、宿泊料など旅費の一部又は全部の支給を受けた場合は、その範囲内の当該旅費は支給しない。
２　旅費、用務の状況その他により、この規程によりがたい場合は、あらかじめ協議の上、別段の取り扱いをすることができる。
３　会員以外の者が、本会の依頼により講師等として旅行した場合には、その者に対し旅費を支給するものとし、その場合は第５条に定める上限の限りではない｡
（出張の申請）
第7条　出張を命令された者は、出張予定表を会長にあらかじめ提出し、日程などの承認を得なければならない｡
（旅費の請求手続き）

第8条　　旅費の支給を受けようとする者は、所定の請求書に必要な書類を添えてこれを会長に提出しなければならない。

（出張報告）

第9条　旅行を完了した後は、すみやかにその成果を会長に報告しなければならない。
（旅費の特例）

第10条　特別の事由があり、会長が特に必要と認めた場合、普通車以外の特別料金を要する車両又は船室を利用することができる。また、第５条に定める宿泊料を超過する場合、その実費を支給する。
（研修等の旅費）

第11条　会員以外の者が、研修、講習その他事業推進のために旅行する場合、本規定に定める旅費額を支給する。

（ボランティア交通費助成）

第12条　活動目的地までの経路は、最も合理的かつ経済的な経路を選択することとし、往復の交通費実費を本会が負担する。ただし、以下の限度額を設ける。

	出発地
	奄美群島・沖縄
	鹿児島県内
	九州
	他、日本国内

	限度額
	20,000円
	30,000円
	35,000円
	50,000円


（実施細則）
第13条　この規程の実施に関し必要な事項は，会長が別に定める。
　　　附　則
　この規程は、平成２６年４月１日から施行する｡
平成２６年２月１８日制定
